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１
１

静
か
な
山
里
住
民
恐
怖

洲
本
５
人
殺
害
「
仲
間
失
い
悔
し
い
」

山
あ
い
の
静
か
な
集
落
で
突
然
、
男
女
５
人
が
次
々
と
殺

害
さ
れ
る
惨
劇
が
起
き
た
。
９
日
朝
、
洲
本
市
の
民
家
２
軒

で
起
き
た
事
件
で
、
殺
人
未
遂
容
疑
で
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た

の
は
、
近
く
に
住
む
無
職
平
野
達
彦
容
疑
者
（
4
0
）
だ
っ
た
。

近
隣
の
住
民
は
、
恐
怖
と
不
安
に
お
び
え
て
過
ご
し
た
。

事
件
が
起
き
た
現
場
は
、
住

宅
か
点
在
す
る
山
あ
い
の
集

落
。
周
辺
に
は
田
ん
ぼ
や
畑
か

広
が
り
、
普
段
は
静
か
な
田
園

地
帯
だ
が
、
こ
の
旧
は
早
朝
か

ら
、
県
警
の
規
制
線
が
張
り
巡

複
数
の
住
民
が
刺
さ
れ
た
現
場
周
辺
を

調
べ
る
捜
査
員
ら
（
９
日
午
前
1
0
時
4
5

分
、
洲
本
市
で
）
＝
枡
田
直
也
撮
影

ら
さ
れ
、
狭
い
農
道
は
、
警
察
の

車
両
や
駆
け
付
け
た
報
道
関
係

者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
も
の
も

の
し
い
雰
囲
気
に
剱
ま
れ
た
。

亡
く
な
っ
た
平
野
毅
さ
ん

（
8
2
）
の
め
い
（
7
0
）
は
午
前
９
時

頃
、
親
類
か
ら
の
連
絡
を
受
け

て
現
場
に
駆
け
付
け
た
。
「
状

況
が
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
困

惑
し
て
い
た
。

近
く
に
住
む
7
0
歳
代
の
男
性

は
「
争
い
ご
と
と
は
無
縁
の
地

域
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ニ

ュ
ー
ス
で
知
っ
て
驚
い
た
。
顔

見
知
り
の
住
民
が
相
次
い
で
剌

さ
れ
た
と
思
う
と
、
怖
く
て
た

ま
ら
な
い
」
と
声
を
震
わ
せ
た
。

ま
た
、
毅
さ
ん
と
知
り
合
い

た
っ
た
別
の
男
性
は
「
毅
さ
ん

は
孫
夫
婦
と
一
緒
に
暮
ら
す
た

め
に
家
を
増
改
築
中
だ
っ
た
。

き
っ
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

ろ
う
に
、
無
念
を
思
う
と
胸
が

痛
む
」
と
話
し
た
。

亡
く
な
っ
た
平
野
浩
之
さ
ん

（
6
2
）
が
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
県
洲
本
土
木
事
務
所

吟

で
も
、
職
員
ら
に
衝
撃
が
走
っ

た
。

石
上
清
・
用
地
Ｉ
課
長
は

「
出
勤
時
間
を
過
ぎ
て
も
姿
が

な
く
、
携
帯
や
自
宅
の
電
話
も

つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
お
か
し

い
と
思
っ
て
い
た
。
ま
さ
か
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
た
な
ん
て
・
…
：
」
と
驚
が
く
し
て
い
た
。

浩
之
さ
ん
を
知
る
中
川
原
公

民
館
館
長
の
太
田
知
二
さ
ん

（
6
4
）
は
「
測
量
計
算
な
ど
提
出

書
類
は
β
こ
完
璧
で
同
僚
の
信

頼
も
厚
か
っ
た
。
あ
ん
な
に
実

直
で
優
し
い
人
が
な
ぜ
こ
ん
な

目
に
」
と
悔
や
ん
だ
。

浩
之
さ
ん
は
集
落
の
ま
と
め

半田理事長（左）から卒業証書を

授与される藤井さん（尼崎市で）
役
的
な
存
在
で
、
町
内
会
役
員

を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
と
い

い
、
近
所
の
男
性
（
7
4
）
は
「
浩
之

感謝胸に「頑張ろう」
尼崎の理美容学校で卒業式

尼崎市御階町のイヘアラルト阪神理容美

容専門学校jで９日、卒業式があった。半

田まゆみ理事長は、卒業生の多くが阪神大

震災の発生前年やその年に生まれたことに

触れ、「苦難の申、皆さんを育てられたご

両親に感謝し、技術を磨いて下さい」と激

励。震災を知らない卒業生たちは、気持ち

を新たに学びやを巣立った。

式では、藤井春奈さん（20）（神戸市長田

区）が「この先、別々の道を進みますが、

みんなで頑張ろう」と決意を述べた。

卒業生60人の大半は20歳といい、藤井さ

んも震災の年の２月に生まれた。家族は長

田区の親戚の家で被災..一時避難した集会

所で母親は、カイロを握り締めて寒さをし

のいだという。

４月から働く三宮の美容院も震災で被害

を受けたといい、「店ではお客さんから震

災の話を振られることもあるかもしれない

が、しっかりと受け止められれば。人との

.つながりを大切にしたい」と誓った.j

さ
ん
は
町
内
に
と
っ
て
貴
重
な

存
在
。
仲
間
を
失
い
、
本
当
に
寂

し
い
」
と
肩
を
落
と
し
て
い
た
。

宮
城
の
被
災
地
訪
問
交
流

宝
塚
の
歌
津
応
援
団
５
月
、
参
加
者
募
る

昆
布
な
ど
の
特
産
品
販
売

で
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

・
宮
城
県
南
三
陸
町
歌
津
地
区

を
支
皆
し
て
い
る
宝
塚
市
の
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
歌
津
応
援
団
＠
た
か
ら
づ
か
」

か
５
月
に
現
地
を
訪
れ
る
。
復

興
の
現
状
を
確
認
す
る
ほ
か
、

地
元
住
民
と
の
交
流
を
予
定
。

グ
ル
ー
プ
肘
参
加
者
を
募
ず
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て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
は
、
復
興
状
況
な

ど
を
報
じ
る
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の
発

行
か
縁
で
、
同
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
知
り
合
い
、
支

援
を
開
始
。
宝
塚
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
で
歌
津
地
区
の
特
産
品
を

販
売
す
る
添
加
ヽ
相
互
に
訪
問

し
、
交
流
を
続
け
て
き
た
。

今
回
は
５
月
1
6
日
～
1
8
日
の

日
程
で
、
同
県
塩
釜
市
や
松
島

町
の
海
岸
を
見
て
回
り
、
南
三

陸
町
の
仮
設
商
店
街
を
訪
問
。

ま
た
、
同
地
区
で
行
わ
れ
る
地

域
の
祭
り
に
参
加
し
、
住
民
と

交
流
す
る
。

代
表
の
亀
甲
つ
ぎ
子
さ
ん

（
6
7
）
は
「
被
災
地
訪
問
の
経
験

か
な
い
人
や
、
次
世
代
を
担
う

若
い
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

各
自
の
防
災
へ
の
取
り
祖
み
な

ど
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。
費
用
は
１
人
、
４

万
7
0
0
0
円
で
定
員
は
先
着

2
0
入
。
申
し
込
み
は
３
月
末
ま

で
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み

は
同
グ
ル
ー
プ
の
西
尾
ひ
ろ
み

さ
ん
（
０
９
０
・
９
８
８
４
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命
西
宮
で
高
齢
求
職
者
講
演
会

西
宮
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
支
援
ネ
ッ
ト
」
か
運
営

す
る
「
市
中
高
年
し
ご
と
相
談
室
」
″

は
1
0
日
、
求
職
活
動
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
講
演
会

［
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
徹
底
解
剖
］
を
開

吉田松陰と久坂玄瑞の京を歩く
゛大河ドラマ「花燃ゆ」の

主人公、･杉文の兄である吉

田松陰や、最初の夫である

久坂玄瑞にスポットを当
て、幕末を駆けぬけた長州

藩士たちの姿を、霊山歴史

館学芸履長の木村武仁氏

１がヽ教室と現地の講座で解
丿説しますo
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